
品
AE
岡
修
《
E
二
品
工
図
鑑

mz-sam--
可。，
E
『
聞
『
聞
置
旬
、
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行 哩聖日一月三三年三三和田

論

叢

相
蝿
税
の
蓮
院

リ
カ
ア
ド
の
労
賃
論
・

利
潤
成
立
の
機
構
&
.

定
期
舶
叫
日
運
送
原
費
ご
運
賃
院
一
・

-
佳
品
a

博
士

-
制
湾
事
士

誼

苑

琉
球
の
麿
藩
後
じ
於
け
る
治
制

7
4
ジ
才
ク
ラ

l
卜
の
償
値
論

委
任
経
理
に
就
い
て

雑

錬

フ
ォ
ー
ド
制
ご
テ
イ
ラ
ー
制

営
業
税
ご
常
業
牧
待
税

丈
事
博
士

刺
市
川
引
岬
士

-
法
晶
・
博
士

経

持

串

士

開

抽

阿

川

明

士

判
前
山
市
T

ト

相
眼
前
町
中
抑
士

議

同

• 
堀 耐

戸

正

雄
経

夫
保

馬

rf.1 

l1I 

小

島

品

太

郎

山
本
美
越
乃

H
K
T

一'a

w広
」

H

111 

本

*I'~j 
t~ 

川
生
野
周
一
郎

沙
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H
ト
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ド

勢

賃

論

y 

の

リ

カ

の

基

本

概

念

ニ

堀

経

夫

カf

し

lま

き

従
来
P
カ
ア
ド
の
捗
賃
簡
を
紹
介
乃
豆
批
評
し
た
る
も
の
は
、
之
を
枕
嗣
唱
す
る
に
誌
が
な
い
開
多
〈
あ
る
凶
併
し
午
ら
、
私
的
取
る
と
と
る
に
位

れ
ば
、
此
舘
の
紹
介
な
り
批
静
な
り
に
は
、
未
だ
不
完
全
な
る
舶
が
可
な
り
合
ま
れ
亡
居
る
。
而
し
て
そ
目
、
要
す
る
に
、
リ
カ

?

Y
自
身
内
事
民

聖
十
分
情
嗣
に
探
叫
九
四
解
せ

f
る
こ
と
に
坦
凶
す
る
も
D

L
宇
う
で
あ
る
。
こ
れ
私
が
本
稿
配
車
し
て
被
れ
の
勢
賃
備
の
間
ふ
陥

u，
R
確
た
る
展
開

を
試
み
ん
町
と
す
る
所
以
で
あ
る
。
但
L
献
面
に
限
り
が
あ
る
か
ら
、
本
文
で
は
其
白
根
本
側
愈
と
考
へ
ら
る
誌
も
の
ニ
項
由
み
ま
取
扱
・
い
げ
と
と
与
す

る-

第
一
節

労
賃
の
種
類
H
H
P
カ
ア
ド
は
幡
宮
働
の
債
格
ば
か
与
で

な
〈
僻
労
働
の
皿
慣
備
を
も
取
扱
へ
る
こ
ご
の
論
経
を
主
題
ご
す
。

-、

9
カ

T
r
は
‘
「
労
賃
に
就
て
」
正
題
す
る
「
統
梼
原
論
」
第
五
章
を
、
『
勢
働
は
、
寅
買
さ
る
、
一
加
の
、
而

し

τ17量
に
於
て
増
減
苫
れ
得
る
所
の
、
他

ω飽
τの
物
正
岡

ι〈
、
業
の
自
然
債
格
及
び
共
の
市
場
慣
格
eT
有

歯

震

，Dア
ド
の
努
質
論

第
二
十
古
巻

四
O
三

第
三
雄

rLν 

.. .吋崎V・1



四
O
凹

主世

言繭

リ
カ
ア
ド
山
必
民
前

第
一
十
六
を

銀

世E

っ
、
」
ピ
い
よ
句
を
以
て
聞
い
u

て
局
品
。
而
し
て
従
来
彼
れ
の
努
負
論
を
取
扱
う
る
多
〈
の
皐
岩
は
、

-
』
の
句
よ
h

L
て
、
第
一
に
勢
働
を
商
品

ω
一
積
ご
看
倣

L
、
第
二
に
商
品
わ
い
る
嶋
労
働
の
倒
格
(
即
も
勢
賃
)
を
内
然
倒
格
及

ご
説
明
L

ぴ
市
場
償
仲
府
内
二
つ
に
分
類
し
て
考
楽
す
る
、

古
い
ふ
の
が
り
ノ
カ
ア
ド

ω勢
質
論

ω}出
俊
紡
で
あ
る
・

て
居
る
o

畑
一
論
か
、
る
税
方
一
か
総
つ
-1
日
出
る
ご
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
o

何
故
な
れ
ば
、

て
、
『
労
働
者
を
L
て
‘
相
互
に
、
増
加
又
は
減
少
な
し
に
、
生
お
を

L
且
勺
其
的
利
放
を
永
紛
す
る
を
得
せ

L
む

2

・
、
、
、
、
.
、
.
、

そ
の
債
格
』
で
あ
る
所
の
捗
倒
的
自
然
倒
格

彼
は
、

-
』
山
第
五
章
に
於

る
に
必
要
な
る
、

(
者
〈
は
自
然
勢
作
は
)
ご
、

3

、.、.、.、‘.‘.、.

崎
労
働
仁
劃
し
て
事
質
上
支
柑
酬
は
る
、
相
格
」
で
め
る
所
山
勢
働
の
市
場
傾
格

「
供
給
的
涼
要
に
拠
到
す

る
比
例
の
白
然
的
作
刈
仁
ょ
っ
1
、

fis 

あ
る
か
ら
、
彼
に
ご
っ
て
は
偵
伯
正
い
ふ
も
痕
柏
ご
い
ふ
も
批
判
局
は
同
じ
こ
己
で
あ
り
、
従
っ
て
偲
他
的
大
小
は

償
給
的
大
小
を
以
て
抗
ち
に
比
岐
苫
れ
得
る

ωで
あ
る
。
併
L
悦
ふ
に
・
価
問
格
を
以
て
償
伯

ω大
小
が
比
較
さ
れ

(
表
〈
は
市
場
労
賃
)
ご
を

各
々
孤
立
ゼ

L
め
て
又
は
相
互
に
関
係
せ
し
め

τ、
酬
明
々
説
明
し

τ賠
る
の
で
あ
る

第
働
の
開
明
格
に
閲
す
る

y
カ
ア
「
の
準
設
如
何
を
腕
る
前
に
、

第
働
の
問
問
価
ご
い
よ

か
ら
。

併
し
乍
ら
吾
々
は
、

こ
ご
に
就
て
彼
が
何
等
か
り
説
明
を
加
へ
て
居
り
は
し
な
い
か
ご
い
ふ
こ

-F乞、

る
、
蓋
し
、
「
経
梼
原
論
」
第
一
章
仁
於
て
商
品
の
償
伯
セ
詳
細
に
論
越
せ
る
彼
ご
し
て
は
、
勢
働
金
商
品
の
一
一
仰

に
ご
宥
倣
す
限
り
、
共

ω，阿
恨
低

ef
先
づ
明
か
に
す
べ
き
が
、
理

ω常
然
な
る
が
放
で
ゐ
る
。

一
応
疑
っ
て
み
る
必
要
が
あ

尤
も

y
カ
ア
ド
は
、
貸
幣
側
よ
り
す
る
貨
鮮
側
値
の
務
劫
は
無
い
も
の
ご
し
て
常
に
議
論
を
進
め
て
居
る
の
で

叩IJ'~ "リヵアド豊富掬JiU品U 137頁
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、、.

得
る
か
ら
ご
い
っ
て
、
同
町
低
そ
の
も
の
、
本
質
が
償
桁
論
に
よ
っ
て
開
明
苫
晶
、
ご
い
ふ
わ
け
の
も

ω
で
は
な

ぃ
。
而
し
て
そ
の
飲
に
こ
そ
、

リ
カ
ア
ド
は
、
「
純
糖
尿
論
」
第
一
章
に
於

τ、
胴
闇
値
正
樹
桁
イ
」
ケ
可
な
り
混
同
し

っ
、
も
向
ほ
去
己
し
て
附
間
前
を
取
扱
ひ
.

そ
の
本
伐
を
摘
む
べ
〈
労
力

L
ー
ロ
の
で
ゐ
る
。
そ
う
し
て
私

μ
、
帥
労
働

ご
い
ふ
商
品
に
就
工
も
亦
り
カ
ア
ド
が
不
十
分
な
が
ら
そ
の
煩
値
-v-一
論
じ

τ居
る
、

正
の
意
見
を
持
す
る
も
の
で

ゐ
品
。

興
対
労
賃
(
町
内
凶
]

ニ
、
然
ら
ば
彼
は
如
何
日
ゐ
形
式
に
よ
っ
て
M

労
働
的
使
低
ぞ
説
明
し
て
居
る
か
o

日
〈
、

‘.‘.、、.

百四
0
5
ご
い
ふ
名
稀
め
下
で
。
而
し
て
ニ

ω異
質
第
貨
に
相
謝
す
る
も
の
は
名
目
勢
賃
(
ロ
O
E一E
7
E岡
田
)
で
あ

るハ
A
A
T

彼
が
こ
の
異
質
捗
賃
及
び
名
目
労
賃
に
謝
し
て
如
何
な
る
内
容
を
奥
へ
た
る
か
を
翻
る
べ
〈
、

一
二
の
引

用
を
な
す
で
あ
ら
う
。

彼
は
、
「
外
岡
貿
易
に
就
て
』
の
辛
(
『
級
機
原
論
」
第
七
章
)
の
中
で
、
利
潤
正
一
労
賃
ご
の
根
本
的
関
係
骨
簡
潔

に
説
明
し
つ
、
、

日
〈
、

「
阪
に
屡
々
過
ぺ
た
る
所
で
ゐ
る
が
、
向
は
繰
返
し
注
意
す
る
の
必
要
ゐ
る
は
、
利
潤
は
叫
す
貨
に
よ
っ
て
、
(
而

が
も
)
が
官
庁
伊
山
岡
に
よ
ら
守
し
て
安
官
す

rに
よ
っ
て
、
(
即
も

)rいん
7
f
r
r
r
f
r
fぃ
γ
r
v
v
r
r

f
(中

H
V
)
の
数
量
に
よ
ら
十
し
て
、
此
山
市

rvr-r待
「
る
口
町
営
な

r
rド川町一炉
fJU一
官
官
に
よ
っ

τ、

ご
い
ふ
こ
さ
で
あ
る
。
」

定
ま
る
、

議

島町M

L酬

P
力
ア
ド

ψ

捗
貨
市

部
二
十
六
巻

回
り
五

宮再

就

間話は;草者申新たiζ附 ιたるものu 括阻向由旬凋同亡。同_L24D-Z41頁4) 
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1ト

踊

議

四

"
'
カ
ア
ド
白
勢
賃
諭

銘
二
十
穴
巻

凹

O
大

筋

量車

叉
『
倒
値
に
就
E
」
の
章
の
第
七
節
に
於
1
日
ふ
、

「
勢
賃
は
、
伊
昨
ず

r
T昨
r
r
、w
v
r賞
叫
慣
官
に
よ
っ
て
、
卸
ち

rvrrp肱
γ
る
口
町
山
川
一
e
V
い山芳一間

UArrrtv宣
に
よ
っ
て
、
測
定
せ
ら
る
べ
き
-
も
の
で
ゐ
つ
正
、

r
r、
山
帽
で
叫

H
v
r
r官加鴨川↑
v
r

採
れ
る
、
勢
貨
の
名
目
師
岡
純
に
よ
っ

τ
(測
定
)
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
い
c
」

此
等
の
句
よ
ム
リ
山
県
知
す
る
時
は
、

9
カ
ア
ド
が
岡
県
質
勢
貨
若
く
は
努
働

ω異
質
附
倒
値
ご
言
へ
る
も
の
は
・
柑
労
働
者
の

|
|
此
等

ω物
は
名
目
勢
貸
た
る
に
す
ぎ
な

取
得
す
る
貨
融
制
・
上
衣
、
帽
子
、
穀
物
等
を
指
す
の
で
は
な
〈
て
、

、
‘
.
、
、
、
.
‘
.
.
 、
.
.
.
.
.
.
 ‘.‘.、.、

.. 

、、

ペ
|
|
此
等
的
物
を
生
産
す
る
に
必
要
な
る
労
働
の
分
量
(
叫
)
を
意
味
す
る
も
の
な
る
こ
ご
が
明
白
で
あ
る
o

註

十
川
川
は
る
第
二
の
句
の
中
に
は
、
『
妙
働
仙
品
川
げ
安
本
山
り
分
地
』
と
な
っ
て
肘
る
が
、
こ
れ
は
、
同
ふ

E
rも
な
〈
、
捗
仙
制
値
論
修
正
後
に

於
て
、
リ
舟
ア
ド
が
『
岱
働
O
分
砧
』
な
る
語

ι代
へ
て
川
ひ
た
言
説
，
で
あ
る
か

ι、
帯
・
々
は
彼
れ
本
一
曜
の
捗
働
叫
値
論
。
立
場
に
立
ち
泣
っ
て
、

ζ

由
旬
の
中
か
ら
『
費
不
自
分
枇
』
な
る
話
を
拙
き
去
っ
て
も
差
支
は
計
い
で
あ
ら
う
。

品問は
w

」
山
り
・
』
ピ
は
、

7
w
サ
月
一
か
崎
労
働

ω異
質
調
侃
な
る
語
を
解
し
て
、
「
生
活

ω必
要
品
、
使
利
Hm
・
及
び
脊
修

口
聞
で
も
っ
て
測
定
せ
ら
れ
た
る
勢
賃

ω侭
伯
」
な

h
ぜ
な
せ
る
に
謝
し
て
、
リ
カ
ア
ド
が
彼
に
興
へ
た
る
手
紙
り

の
用
訟
は
間
注
っ
て
居
る
ご
私
は
思
ふ
、
』
芭
言
へ

中
で
、
「
こ
の
言
集
(
帥
も
帥
労
働

ω
異
質
券
筑
ピ
い
ふ
言
某
)

る
を
見
て
も
、
最
早
一
結
疑
ム
倹
地
は
な
い
で
わ
ら
う
o

然
る
に
、

こ
れ
ま
で
殆
ん
ど
総
て
の
鼎
者
は

リ
カ
ア

ド
が
異
質
券
貨
及
び
名
目
労
賃
な
る
概
念
に
そ
れ
ぞ
れ
典
へ
た
る
上
辿
の
如
き
内
容
を
無
腕
若
く
は
看
過
し
、
彼

同1:82-83百 但 L多少己主謀u，る都分あり。
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も
亦
、
通
常

ω用
例
仁
川
倣
っ
て
、
名
円
叫
す
貨
を
ば
努
働
者
が
受
〈
る
貨
併
合
額
即
も
貨
勝
勢
貨
(
目
。
ロ

4
3山
由
)

の
意
に

m
L、
叉
異
質
労
貨
を
ば
叫
労
働
者
が
-
』
の
貨
幣
叫
労
賃
を
以
て
隣
ひ
得
る
諸
ー
の
消
費
貨
物
の
分
量

ω意
じ

解
し
ゐ
た
る
も
の
、
知
〈
、
設
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
h
H
U
V

そ
の
稀
な
る
例
外
で
あ
る
所
川
町
学
者
は

私
的
狭
い

研
究

ω
範
囲
よ
ち
す
れ
ば
、

か
の
7
U
F

ナ
月
、

4
4
9
ィ
、
及
び
7
U
F

ク
ス
位
の
も
の
で
あ
る
。

T

U

F

f

ス
が
こ
の
鮪
に
気
づ
い
て
ゐ
だ
-
一
さ
は
、
彼
が
そ
の
著
「
経
済
皐
に
於
け
る
諸
定
義
」

の
中
に
於

τ、

「
首
ノ
カ
ア
ド
氏
に
よ
れ
ば
、
奥
・
討
勢
貨
は
帥
労
働
者
が
彼
れ
の
拙
労
働
に
劃
す
る
報
酬

E
Lて
受
〈
る
詩
貨
物
|
l
l

食
物
や
衣
服
で
あ
ら
う
正
、
叉
貨
鮮
で
あ
ら
う
己
そ
れ
を
阿
は
な
い

1
1
の
中
に
織
り
込
ま
れ
た
る
叫
労
働
の
分

量
仁
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
o

古
て
異
質
拍
芳
賀
ご
い
ふ
雪
辱
掃
に
か
〈
の
如
、
喝
さ
意
味
を
附
す
る
こ
£

は
、
会
〈
異
常
で
あ
h
、
且
つ
如
何
な
る
科
卒
に
於
て
も
術
語
的
油
用
に
開

L
τ
晶
君
考
古
る
べ
き
最
も
明
白
な

る
規
則
内
総

τに
明
白
仁
矛
盾
す
る
、
」

己
主
首
ひ
、

そ
れ
以
下
鉄
民
を
投
し
て
リ
カ
ア
ド
流

ω異
質
労
賃
又
は
名
目
帥
背
負
り
日
比
義
が
如
何
に
異
例
に
川
闘
し
叉

如
何
に
無
盆
で
ゐ
る
か
を
(
岡
市
引
に
分
っ
て
)
説
明
し
て
居
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
明
瞭
で
ゐ
る
。
而

L
て
彼
が
司
」

の
や
う
な
批
評
を
掲
「
る
に
至
っ
た
そ
の
動
機
的
主
な
る
も
の
は
‘
察
す
る
に
、
彼
等
の
間
的
私
信
に
よ
る
論
守

で
あ
っ
た
り
で
め
ら
う
。
前
掲
り
η
ノ
カ
ア
ド
よ
り
7
U
H

サ
λ

へ
の
書
簡
が
、
明
か
に
そ
の
聞
の
消
息
を
物
語
っ
て

ゐ
る
。

前

第
二
十
円
谷

問
。
七

第

現

ヨ「

最

リ
カ
ア
ド
の
勢
質
論

11althus， Definitions in political Economy. 1827. p. 28， 8) 
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リ

力

ア

Y
の
勢
貨
諭

t通話

君主

第
二
十
六
容

問

Oλ

第
三
都

プミ

べ
イ
ソ
イ
の

y
カ
ア
ド
批
判
に
つ
い
て
は
、
後
に
之
を
述
、
へ
る
機
品
闘
が
ゐ
る
o

失
に
?
片
ク
ス
は
、
そ
の
遺
著
「
剰
伶
樹
附
印
字
説
山
正
』
第
二
容
上
第
三
二

O
頁
、
杉
田
氏
誇
『
9
カ
ア
ド
批

4'1] 
L司

一
八
九
百
)
に
於

τ、
右
的
結
に
言
及
し
7-
居
る
の
で
あ
る
が
・

そ
れ
は
タ
カ
ア
ド
が
叫
労
働
の
樹
他
ご
捗
倒

カ
り
附
闇
値
ご
を
阻
別
せ

y
h
L
-
』
ご
に
謝
す
る
批
判
り
途
巾
に
於

τな
さ
れ
た
も
の
で
ゐ
る
o

期
(
て
、
要
す
る
に
、

叫
ノ
カ
ア
ド
は
勢
倒
ご
い
ふ
商
品
に
就
下
も
必
、
他
的
諸
商
品
E
同
様
に
・
共
的
側

値
は
そ
の
生
産
に
要
し
た
る
労
働

ω分
量
に
よ
ウ

τ決
定
苫
る
、

ピ
の
労
働
側
伯
論
を
維
持
せ
し
も
の
な
る

ご
、
及
び
こ
の
労
働
仙
一
償
低
が
、
上
+
品
、
殺
物
、
貨
幣
な
ど
勢
働
者
に
よ
っ
て
資
際
に
取
得
古
る
、
も
の
L
数
量

ご
し

τ現
は
る
、
正
吉
、
之
を
概
括

L
一1

名
川
崎
吋
賃
又
は
労
働
り
名
目
償
倣
記
名
づ
け

L
ζ
ご
を
、
吾
々
は
知
h
，

得
た
の
℃
ゐ
る
o

而
L
T、
彼
は
、
上
士
晶
、
穀
物
な
Y
一
枇
労
働
者
が
庇
伎
に
消
費
す
る
諸
貨
物
山
政
量
に
よ
っ

τ一市古

れ
た
る
労
賃

1
l上
越
の
如
く
7

b

F

サ
λ

を
始
め
ご
し
殆

y-総
て
の
事
者
は
、
之

eg-Z、
労
働
川
り
異
討
勢
貸
ご
呼

ん
で
庖
る
の
で
ゐ
る
が
|
|
に
艶
[
て
は
何
等
特
別
の
名
稲
を
典
へ
で

る
労
作
は
に
帆
到
し

τ山且枇川崎背山
H
な
る
名
稀
を
興
へ
た
o

貨
鮮
の
数
量
に
よ
っ

C
一
弔
さ
れ
た

故
に

t
に
逃
ぺ
た
る
妙
倣

w-日
常
伺
桁
及
び
山
川
駅
仲
間
山
相
り
腕

ナヲ

'" 

別
は
、
買
に
・
』
内
貨
幣
労
賃

ω分
類
に
外
な
ら
な
い
の
で
ゐ
る
Q

A

守
勢
貨
の
杭
数
に
就
て

ωη
ノ
カ
ア
ド
の
皐
設
を
表
示
す
れ
ば
、

次

ω如
〈
な
る
で
め
ら
う
。

引

拘(
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戦

時

前
田
瀬
川

(
S
E
E
-
唱
釦
四

2
〕

判
同
議
同
州

T
E
-
-釦
m
B
)

(
除
菌
、
し
忠
臣
)

〔
国
同
議
湖
U

(
噌
醤
酎
渋
柿
尋
増
同
一
刊
行
。
叶
事

P
J汁
刷

到

蹄

S
B坤
由
一
H

H

・0
パ
仙
川
叫
廿
汁
山
V

事
同
)

同
調
哨
-
識
別
一
百
O
固
有
三
羽
田
)

(
跡
事
と
画
事
)

面
激
戦
同

(
E
E『釦
7
5阿
古
)

同
日
出
車
、
U

即
説
副
事
(
川
両
仲
良
乱

吉
日
0
『

E
E
4

吋
司
相
即
戦
問
(
自
己

r
R
E
m
g
)

H
E
滋
由
耳
目
司
話
国
事

(RlH宮内

-uHHnoo内

-
p
v
o
g円
)

品
川
括
弧
内
山
文
字
は
私
日
即
位
切
に
附
け
た
名
純
で
あ
る
。

円

f一定

惟
ふ
に
資
本
主
義
一
此
曾
に
在
つ
て
は
、
労
働
者
は
食
情
勢
貸
を
以

τ酬
ぴ
ら
れ
グ
彼
等
が
直
接

ι消
費
す
る
議

貨
物
を
以

τ酬
ひ
ら
れ

5
る
を
常
吉
す
る
か
ら
・
従
っ
て
彼
等
の
生
活
内
容
が
豊
か
で
ゐ
る
か
乏
!
い
か
は
、
彼

等

ω受
〈
る
貨
情
勢
賃
山
U
E
両
ご
そ
れ
守
以
て
購
入
す
る
諸
々
の
消
費
貨
物
の
債
格
ご
の
附
係
に
依
存
す
る
的
で
あ

る
o

故
に
貨
僻
叫
背
負
が
如
何
に
騰
武
[
て
も
・
資
質
祭
貨
が
慌
に
必
ら
や
そ
れ
に
追
従
す
る
ピ
は
限
ら
な
い
V

Q

し

か
し
叉
之
ご
同
時
に
、
異
質
券
賃
は
勢
働
者

ω受
〈
る
賃
制
附
メ
は
諸
消
費
貨
物
そ
の
も
の
、
分
H
M
で
は
な
〈

τ.

そ

ω生
涯
に
必
嬰
な
る
労
働
最
な

ωで
み
る
か
ら
、
従
う
て
勢
働
者
が
如
何
に
多
〈
山
貨
鮮
労
袋
又
は
資
質
崎
胃
袋

、
、

(
共
に
名
円
労
賃
)
h
u

得
る
ご
す
る
も
、
若
し
そ
が
貨
幣
な
わ
諸
消
費
貨
切
な
り
山
生
産
が
よ
ム
リ
山
容
易
に
な
っ
た
結

川
県
で
あ
る
正
す
る
な
ら
ば
、
労
働

ω異
質
問
惜
値
比
羽
〈
は
異
質
労
賃
は
必
ら
す

L
も
そ
れ
言
同
時
に
騰
貴
す
る
さ
吉
一
円

tι 

披

第
二
十
六
笹

ヒ

q
〕
L

E
Cゾ

論

議

り
カ
ア
ド
の
捗
貸
諭

一..-'句-.-



諭

接

リ
刀
ア
ド
山
勢
質
論

第
二
十
六
を

E唱

O 

第
三
披

J、

ひ
得
な
い
ば
か

b
で
な
く
・
却
っ
て
そ
は
ド
落
す
る
一
-
ご
す
ら
ゐ
る
。

9
カ
ア

rは
こ

ω理
を
説
明
す
る
た
め

に
、
次

ω
や
う
な
例
を
山
中
げ
て
ゐ
る
o

印
ち
、
或
る
特
定

ω時
二
於
E
Lヒ
産
さ
れ
た
る
「
司

)
1
f、

選

γ引パ
ν
耐
明
子
百
若
り
上
衣
、
及
び
百
ク
タ
ォ
タ
ア
の
穀
物

が
、
そ
れ
ぞ
れ

勢
働
者
に

五.

I也
ミt

五

資
本
家
仁

五
0 

の
妙
働
を
以
て
、

の
割
合
で
分
配
3
れ
た
正
す
る
。
然
る
に
そ
の
後
各
生
産
自
誠
一
向
に
於
け
る
生
康
カ
が
増
大
し
た
、
出
、
同
一
世

二
百
倒
的
帽
子
、

二
百
著
の
上
衣
、
及
び
二
一
臼
ク
ウ
ノ
ォ
タ
ア
の
穀
物
が
生
産
き
る
、
や
う
に

』

-rAF~ノ
ヲ

」

A

〉、

''lJ-J''ム川
N

ぞ
れ
ど
同
時
に
そ
の
分
配
制
人
口
が
越
つ

τ、
各
々
一
白
に
つ
き
、

叫
労
働
者
は

一

地
主
は

-

一一

た
に
も
拘
ら
す
、

そ
れ
は
た
い
彼

frい
匡
閲
よ
る
を

F

、、

棋

1

1

F
を
よ
り
多
〈
取
得
す
る
に
至
り
し
こ
と
を
意
味
す
る

勢
働
者
が
受
〈
る
恥
H
m
H
伊
川
且
は
二
五
か
ら
問
問
に
増
加
し

資
本
家
は
・
・

j
i
-
-
五
六

を
取
得
す
や
う
に
な
っ
た
己
す
る
。
然
る
ど
き
は
、

司< . ・



に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ

τ、
彼
れ
の
異
質
券
官
邸
ち
労
働
砂
川
明
佐
は
二
五
よ
り
こ
こ
に
下
落
し
た
の
で
あ
る
叫

こ
の
例
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
や
う
に
、
異
質
労
筑
お
〈
は
労
働
の
岡
闇
値
な
る
も

ωは
、
飽
〈
ま
で
、
勢
働
者

が
受
制
す
る
貨
幣
お
く
は
・
』
の
貨
幣
を

hr
以

τ購
入
す
る
諸
貨
物
を
生
産
す
る
じ
必
要
な
る
勢
倒
的
分
骨
一
仁
ょ
っ

て
測
定
さ
る
べ
き
で
ゐ
る
ご
い
ふ
の
が
、

y
カ
ア
ド
の
異
意
で
ゐ
る
。
而
か
も
労
働
者
が
受
く
る
こ
の
異
質
労
賃

は
彼
が
貨
物
に
奥
へ
る
所
の
償
値
よ
り
も
怖
じ
小
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
従
っ
て
貨
物
の
侭
他
よ
b
叫
労
働

の
伺
偵
を
差
引
け
る
も
の
が
即
ち
マ
ル
ク
ー
の
所
論
剰
俄
倒
倣
で
ゐ
っ
て
、
こ
れ
が
地
代
又
は
利
潤
正
い
ふ
形
で

地
主
や
資
本
家
に
分
配
さ
れ
る
の
で
あ
る
o

放
に
リ
カ
ア
ド
に
己
つ

τみ
れ
ば
‘
持
品
H
・
利
湖
、
地
代
内
分
配
向

題
は
、
或
る
貨
物
的
一
般
値
が
勢
働
者
己
資
本
家
一
己
一
地
主
ピ
の
聞
に
如
何
な
る
削
合
で
分
け
得
ら
れ
る
か
、
換
言
す

れ
ば
、
労
賃
、
利
問
、
及
び
地
代
が
諸
貨
物

ω
一
定

ω僻
航
の
中
そ
れ
ぞ
れ
幾
子
的
卒
を
上
川
む
る
か
・

ご
い
ふ
基

本
形
態
に
於
て
、
先
づ
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
彼
が
、
「
苦
々
が
、
正
し
〈
、

利
湖
、
地
代
、

及
び
叫
労
賃
り
率
じ
就
て
判
断
す
る
こ
ご
が
出
来
る
的
は
、
各
階
級
仁
よ
っ
て
取
得
さ
る
、
生
産
物
の
絶
針
的
分
量

に
よ
る
の
で
は
な
〈

τ、
そ
山
一
生
産
物
を
取
得
『
る
に
入
用
ピ
き
る
、
一
労
働

ω分
量
に
よ
る
の
で
ゐ
る
己
三
百
へ

る
は
、
正
し
(
一
』
の
こ
さ
を
来
遊
す
る
も
の
で
ゐ
る
。

四
、
以
上
に
よ
ら
、
な
は
、

9
カ
ア
ド
が
田
平
に
労
働

ω償
給

ωみ
を
取
扱
っ
た
り
で
は
な
〈
て
、
確
か
仁
商
品

ご
し

τ
吋
労
働
的
倒
的
に
つ
い
W
I
他

ω諸
世
間
日
間

ω樹
品
川
に
到
す
る
吉
岡
総
的
理
論
ぞ
池
用
し
た
る
一
』

zeぜ、
tま

i詣

叢

:1t 

リ
カ
ア

Y
心
捗
貨
諭

第
二

l
六
巻

凹

部

批

りカアド 1 粧情[''ï.諭~ 80-85J(歩!出
向上 80ri
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第
二
十
六
巻

論

議

リ
刀
ア
ド
の
此
百
貨
誼

t存

鯨

四

。

明
か
に
な
し
得
た
ど
思
ム
。
而
し
て
若
し
彼
が
か
、
る
態
度
を
徹
底
的
に
維
持
す
る
-
エ
』
が
出
来
た
な
ら
ば
‘
彼

れ
の
勢
働
刷
慣
例
論
は
よ
り
確
延
的
な
る
剃
俄
慣
伯
論
に
ま
で
進
処
し
得
た
筈
で
ゐ
る
が
、

L
か
も
彼
は
土
議

ω如

〈
勢
働

ω刑
制
倣
に
闘
す
る
基
本
的
議
論
を
た
uv
蕗
々
仁
蹄
示
的
仁
叙
述
[
た
る
に
止
ま
ら
、

之
を
彼
れ
の
み
」
慨
系

の
う
ち
に
完
全
に
取

h
入
れ
る
こ
芭
が
山
家
な
か
っ
た
。
然
ら
ば
彼
を
し

τか
、
る
不
徹
底
な
る
態
度
を
取
ら
ぎ

る
を
得
、
さ
ら
し
め
た
そ
の
原
因
は
何
慮
に
在
る
か

t
い
ふ
に
、
そ
れ
は
彼
が
商
品
ピ
し
て
市
場
で
賢
明
凡
古
品
、

b

の
は
勢
働
で
は
な
く
て
貨
は
労
働
力
で
あ
る
こ
正
に
忠
ひ
及
ば

g
hし
こ
ご
に
在
る
の
で
あ
る
o

勢
働
力
の
田
明
伯

rv-諭
せ
A
V
L
て
労
働

ω伺
値
を
論
争
る
二
正
よ
り
生
宇
る
・
労
働
岡
慣
例
論
上
の
矛
盾
に
つ
い

τ、
党
に
詳
細
な
る

説
明
を
加
へ

τ居
る
暇
は
な
い
。
吾
々
は
、

9
カ
ア
ド
に
加
へ
た
る
ペ
イ

7
4
の
批
判
を
引
用
す
る
-
」
ご
を
以
て

揃
足

L
よ
主
。

4
4
9
イ
日
〈
、

『

F
カ
ア
ド
氏
は
、
煩
値
以
生
産
仁
使
用
苫
れ
た
勢
働
の
分
量
に
依
存
す
る
・

ご
い
ふ
彼
れ
の
皐
設
を
一
見
妨

や
る
快
れ
ゐ
る
一
雄
知
を
は
、
十
分
巧
妙
に
回
避
し
て
居
品
。
若
し
こ
の
原
則
が
厳
格
に
問
執
苫
れ
る
な
ら

ば
.
岬
労
働

ω痕
値
は
そ
の
生
産
に
使
則
さ
れ
た
る
持
働

ω分
量
に
依
存
す
る
、

ごい
γ

ム
結
果
に
な
る
が
、
是
れ

は
明
が
に
不
什
瑚
一
で
ゐ
る
。
そ
こ
で
リ
ノ
カ
ア
ド
氏
は
、
巧
み
に
方
向
嶋
換
を
行
っ
て
、
勢
働

ω州
問
値
を
勢
%
を

4形

奥
へ
る
な
ら
ば
、
彼
は
、
帥
労
働
の
痕
値
は
叫
労
賃
e

伊
生
産
す
る
に
必
要
ご
さ
る
、
叫
労
働
の
品
目
量
ー
ー
を
は
彼
仁
よ

生
産
す
る
に
必
要
ご
さ
る
、
一
労
働

ω分
量
に
依
存
せ

L
め
て
居
る
。
戒
は
彼
自
身

ω言
葉
を
用
ふ
る
の
便
宜
を

r!品、

バ眠岬剖."



れ
ば
、
労
働
者
に
奥
へ
ら
晶
、
貨
幣
省
〈
は
諸
貨
物
を
生
産
す
る
に
必
要
ご
さ
る
、
一
努
働
の
分
量
、
を
意
味
す

る
ー
ー
に
よ
っ

τ測
定
さ
る
べ
き
で
ゐ
晶
、

正
主
採
す
る
。

ニ
の
主
扶
は
、
布
的
慣
値
は
其
の
生
産
に
奥
へ
ら

れ
た
る
労
働

ωHTH且
に
よ
っ
て
V

は
な
く

τ、
世
叩
ピ
交
換
芸
品
、
銀

ω生
産
に
興
へ
ら
れ
た
る
勢
働

ω分
量
に

正
い
ふ
に
等
し
い
口
」

ょ
う
て
測
定
さ
る
べ
き
で
ゐ
る

若
し

y
カ
ア
ド
が
、
耐
問
他
的
賞
鱒
を
な
す
所
的
労
働
ご
そ
れ
自
身
-
術
館
h
T
有
勺
所

ω勢
働
力
E
を
股
絡
に
日
間
別
L

て
ゐ
た
な
ら
ば
、

か
(
の
加
古
非
難
は
起
り
得
な
か
っ
た
で
め
ら
う
。

第

節

労
働
の
自
然
債
格
ご
市
場
債
格
ご
の
一
意
義

一
、
前
節
に
於
て
、
私
は
、
労
賃

ω本
位
郎
も
商
品
正
し
工
の
勢
働
の
煩
伯
に
閲
す
る
説
明
を
、

F

-

内

会

、

P

リ
メ
ヲ

l

カ

決
し
て
看
過
し
て
ゐ
な
か
っ
た
こ
ご
を
郡
山
明
し
符
セ
ご
信
中
る
。
而
か
も
彼
が
そ
の
勢
賃
論
に
於

τ
主

t
t
τ
説

ラ
た
る
所
は
、
帥
労
働

ω倒
備
に
闘
す
る
も
の
で
は
な
〈

τ、
そ
の
外
商
的
形
態
た
る
勢
働
の
川
町
格
に
開

1
る
も
り

で
ゐ
っ
た
o

是
に
於

τ、
彼
れ
的
一
労
賃
論
は
彼
れ
の
努
倒
倒
伯
諭
正
柄
拘
て
稀
却
な
る
連
絡
を
し
か
保
た
な
い
一
』

ご
に
成
り
終
っ
た
。
併
し
乍
ら
若
L
五
円
々
が
、
労
災
の
本
質
を
で
は
な
く
て
、
砂
町
一
り
山
人

γ
げ
u
o
e
f
論
じ
よ
杭
ム
リ

な
ら
ば
、
貨
幣
そ
れ
自
身

ω内
在
的
傾
鋭
的
一
小
裂
を
限
定
す
る
限
り
、
(
而
し
て
リ
ノ
カ
ア
ド
は
常
に
こ
の
似
定

ω下

に
推
論
争
』
し

τ居
る
、
)
勢
倣
の
岡
田
純
ご
い
ふ
も
勢
倒
的
債
格
ご
い
ふ
も
、

そ
は
結
局
同
じ
こ
ご
に
な
る
の
で
あ

論

議

ザ
カ
ア

γ
内
務
質
論

第
二
十
六
位
せ

四

銘

披

1ナ
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踊

議

第
二
十
六
巻

問

i札j

i串

焼

リ
カ
ア
ド

ω
捗
賃
諭

る
o

何
故
な
れ
ば
、
名
目
労
賃
は
労
働
市
り
侭
値
(
異
質
努
賃
)
を
帥
労
働
者
が
宵
際
に
受
取
る
諸
物
に
よ
っ
て
表
一
不

し
た
る
も
の
で
ゐ
h
、
而
し
て
労
働

ω償
給
(
貨
鮮
労
賃
)
は
こ
の
名
目
労
賃
り
一
一
仰
に
外
な
ら
な
い
か
ら
。
例

で
帥
芳
氏
論
り
主
胞
が
労
働
の
偵
鈍
か
ら
勢
倒
的
側
格
ヘ
ピ
移
h
行
〈
の
で
あ
る
。
勢
働
の
自
然
倒
格
及
び
市
場
倒

か
〈
工
湖
〈
到
来
し
た

Q

私
は
本
柿
に
於

τは
此
等
両
者

絡
に
閲
す
る

y
カ
ア
ド
の
所
説
を
糊
-M

討
す
べ
き
時
が
、

の
各
ー
の
怠
品
戒
を
附
明
す
る
に
止
め
、
そ
り
間

ω閲
係
に
つ
い

τの
議
論
は
稿
を
改
め

τ之
を
説
明
す
る
で
あ
ら

ぅ
。
以
下
二
乃
至
四
は
P
カ
ア
ド
り
自
然
労
賃
諭
を
、
叉
悶
乃
至
六
は
彼
れ
の
市
場
労
賃
諭
を
取
以
ふ
筈
で
ゐ

る。
二、

η
ノ
カ
ア
ド
に
よ
れ
ば
↓
労
働
の
向
然
刷
出
明
言
は
、
労
働
恒
引
を

L
て
、
相
一
札
に
、
増
加
又
は
減
少
な
し
に
、

そ
の
冊
恨
椅
の
噌
」
ど
で
ゐ
る
c
」

生
存
を
し
且
つ
北

(ω
柿
放
を
水
縦
す
る
を
得
せ
し
む
る
に
必
要
な
る
・

こ
の
定
義

に
就
「
し
法
志
す
べ
き
市
中
桐
が
一
一
つ
あ
る
o

そ

ω
一
は
「
増
加
又
は
減
少
な
し
に
」
古
い
ふ
何
で
ゐ
り
、

そ

ω
こ
は

~ 

必
要
な
る
・
-
:
・
;
」
ご
い
ふ
何
で
ゐ
品
。

先
づ
第
一
の
鮎
に
就
一
仁
嗣
叫
ん
に

wノ
カ
ア
ド
が
「
増
加
又
は
減
少
な
し
に
」
ご
い
へ
る
は
、
勢
働
者
の
放
が
或

る
恒
常
数
を
保
つ
や
う
に
ご
い
ふ
意
味
で
あ
る
か
、
或
は
或
る
瞬
間
に
於
け
る
勢
働
者
数
を
維
持
す
る
や
う
に
ご

い
ふ
意
味
で
あ
る
か
、
岩
〈
は
労
働
に
射
す
る
↓
市
要
に
丁
度
池
合
せ
[
む
べ
(
そ
の
供
給
を
保
た
し
む
る
や
う
仁

ご
い
い
ふ
意
味
で
あ
る
か
、

に
就

τ、
従
来
半
説
が
蚊
れ
て
居
品
。
例
へ
ば
U

ュ
ラ
イ
は
、
労
働

ω自
然
償
給
は

前掲12) 

」

‘. • 



『
勢
働
者
を
支
持
し
且
つ
彼
を

Lτ
市
場
に
於
て
労
働
の
不
滅

ω供
給
を
保
つ
た
め
に
必
要
な
る
家
族
数
を
養
ム

ご
の
ト
一
フ
ン
ズ
の
説
言
、
ヲ
カ
ア
ド
の
右
の
説
ご
を
帆
割
以

-

M

£
を
得
せ
し
む
る
」
も

ωで
な
〈

τは
な
ら
な
い
、

し
て
、「

ト
ラ
V

ズ
に
ご
っ
て
は
、
自
然
勢
貨
は
労
働
り
供
給
的
減
少
を
惹
起
き
な
い
に
げ
の
数
に
人
口
少
維
持
す
る

もに
ω 十
で 3Jド
ゐ な
るも
ι， !4)の

で
b 
る
カZ

昨
ノ
カ
ア
ド
に
ご
っ
て
は
‘
そ
は
労
働
者
人
日
を
そ
の
瞬
間
り
数
に
維
持
す
る
所
り

ピ
言
っ
て
居
る
O

ぞ
の
意
味
は

ト
ラ

y
ズ
の
場
合
に
は
勢
働
の
自
然
債
格
は
叫
す
働
に
劉
ず
る
需
要
に
そ
の
供
給

を
油
脂
せ
し
む
る
に
必
要
な
る
償
給
で
ゐ
る
こ
子
臼
τ
要
す
る
が
、

"
ノ
カ
ア
ド
の
場
合
に
は
そ
は
各
瞬
間
に
於
け
る

眼
前
の
勢
働
者
人
口
を
維
持
す
る
に
必
要
な
る
倒
絡
を
指
す
り
で
あ
る
、

古
い
ふ
-
』
ご
に
な
る
。

又
例
へ
ば
キ
ャ
ナ
シ
は
、

ト
ラ

y
ズ
の
皐
説
に
岨
割
L
て
は
u
v
z

ラ
イ
吉
岡
じ
解
稗
を
採
っ

τゐ
る
が
、

η
ノ
カ
ア

ド
の
毛
れ
に
謝
し
て
は
、
彼
れ
の
所
謂
勢
働

ω自
然
備
格
は
、

『
捗
働
者
人
日
企
停
止
朕
腿
に
泣
〈
で
あ
ら
う
ご
こ
ろ

ω、
丁
度
そ
れ

rり
山
一
労
賃
レ

で
め
る
、

そ
が
勢
働
者
の
数
を
或
る
恒
指
数
に
保
つ
に
必
要
な
る
傾
椅
を
意
味
す
る
も
の
な
る
こ
己

正
い
っ
て
、

を
、
主
張
し
て
居
る
。

又
例
へ
ば
マ
片
ク
ス
は
・
『
剰
俄
倒
閣
侃
凪
干
説
史
」
に
於
て
リ
ノ
カ
ア
ド
の
布
山
一
句
を
引
用
L
た
る
後
に
、
「
増
加
又
瓜

E繭

離

E 

第
ニ
十
六
巷

p
m
ア
ド
の
捗
質
論

I'!l 

亙

第
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1i{ 

四

り
カ

γ
'
p
山
捗
民
泊

第
二
十
六
在

部

掠

加司

J、

減
少
な
し
に
」

ご
い
ふ
所
へ
誌
を
附

L
て

「
生
康

ω平
均
的
進
歩
が
要
求
す
る
底

ω培
加
率
で
、

正
一
百
ふ
べ
き
で
め
ら
う
、
L

三
一
一
口
ウ
て
蔚
る
。
勿
論
こ
、
に
「

マ
ル
ク
旦
が
リ
ノ
カ
ア
ド
の
所
説

ご
雪
国
一
ふ
べ
き
で
ゐ
ら
う
』
己
ゐ
る
は
、

を
自
己

ω
勢
質
論

ω
立
場
か
ら
一
訂
正
し
た
も
の
で
は
な
〈

I
、
吋
ノ
カ
ア
ド
の
意
味
し
た
で
あ
ら
う
所
り
も
の
を
付

Ht 

-r 、

か
(
の
如
〈
書
き
改
め
た
方
が
回
以
か
ら
う
ご
、

一
寸
討
怠
ー
た
ま
で
hv

あ
る
。

か
〈
の
如
〈
、
「
崎
加
又
は
減
少
な
し
に
」
己
い
へ
る
旬
に
謝
し
て
、
百
々
は
三
通
り
の
併
科
を
ふ
仰
っ
て
惰
る
的

で
ゐ
る
が
、
斯
ん
な
こ
ピ
は
問
題
ご
し
て
如
何
に
も
些
々
た
る
も
の
で
ゐ
る
か

ω如
〈
見
え
る
け
れ

Y
一
も
、
併
し

そ
は
貨
に
リ
ノ
カ
ア
ド
的
勢
貨
論
的
会
慨
を
珂
加
す
る
上
に
至
大
的
影
響
を
引
っ
て
ゐ
る
。
何
伏
な
れ
ば
、
有

ω
解

制
ザ

ω
中
例
H

ド
を
掠
る
か
に
よ
っ

τ、
彼
れ

ω自
然
勢
作
H
な
る
も
の
が
総
態
的
制
念
で
ゐ
る
炉
宥
〈
は
動
態
的
制
'
活

で
あ
る
か
ご
い
ふ
こ
ご
に
就
て
の
判
定
が
分
れ
符
る
か
ら
で
ゐ
る
。

惟
ふ
に
、
或
る
恒
常
数

ω拙
労
働
者
人
口
を
支
付
す
る
に
必
裂
な
る
勢
倒
的
舗
は
仰
を
そ

ω自
然
倒
佐
伯
(
郎
、
も
自
然

峠
賀
気
)
に
正
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
は
明
hr
に
静
態
的
制
念
で
あ
る

L

叉
「
生
産
の
卒
均
的
進
歩
が
要
求
す
る
底
の

増
加
率
で
」
労
働
者
人
口
を
支
持
す
る
に
必
要
な
る
帥
労
働
的
側
桁
を
毛
の
円
然
倒
椅

r
r航
す
る
な
ら
ば
、
ぞ
は

明
か
に
動
態
的
訓
念
で
あ
る
。
而

L
て
叉
或
る
瞬
間
仁
於
り
る
叫
労
働
者
人
口
を
支
持
す
る
に
必
要
な
る
労
働
の
慣

批
判
を
そ
の
自
然
倒
格
に
ど
解
す
ら
な
ら
ば
、

ヲ
て
は
動
態
的
御
念
に
ご
言
ム
こ
ご
も
出
来
る

L
叉
意
味
の
探
h
ゃ
う

杉川氏涼 (Hdit待 Is6此)に依る。，，8 S IVlarx， Thcorien. 11 
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に
よ
っ
て
は
静
践
的
制
念
だ
Z
言
ふ
ニ
正
も
山
来
る
で
あ
ら
う
。
何
故
な
れ
ば
、
成
る
瞬
間
に
於
け
る
労
働
者
人

日
正
い
へ
る
を
・
努
働
に
机
到
す
る
前
嬰
に
感
じ
て
各
瞬
間
毎
に
増
減
す
る
是
れ
で
あ
る
正
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

を
支
持
す
る
に
必
要
な
る
勢
貨
は
動
践
的
に
し
か
考
へ
ら
れ
な
い

L
、
文
そ
は
眼
前
的
一
労
働
者
人
口
を
意
味
す
る

が
し
か
し
ぞ
の
恒
常
不
畿
を
仮
定
し
て
の
上
で
あ
る
正
解
す
る
な
ら
ば
、

勢判
H
は
静
態
的
じ
p

し
か
考
へ
ら
れ
恥
な
い
V

か
ら
で
ゐ
る
。

-
』
の
第
三
の
解
蒋
は
他

ω二
つ
の
併
科

ω何
れ
か
に
帰
着
し
て
仕
掛
う
の

し
か
し
何
い
に
し
ろ

F
b
b
o
 

F

6

j

 

斯
〈
て
吾
々
は
、

y
カ
ア
ド
の
自
然
労
賃
は
附
態
的
概
念
で
あ
る
か
叉
動
態
的
御
念
で
ゐ
る
か
ご
い
ふ
-
』
ご
に

就
し
.
最
後

ω断
定
を
下
さ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
u

の
で
ゐ
る
が
、
判
払
は
‘

リ
カ
ア
ド
の
所
調
勢
働

ω自
然
償
絡
を

静
態
的
制
念
で
め
る
正
解
制
作
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
の
み
、
之
を
動
態
的
概
念
た
る
努
働
の
市
場
償
w
仰
に
矛
肺
な
(

調
立
せ
し
め
得
る
の
で
ゐ
h
J
、
叉
ソ
カ
ア
ド
自
身
も

か
の
ト
ラ
ン
ズ
の
拙
背
負
論
に
負
ム
所
頗
る
大
で
ゐ
る
に
も

拘
ら

T
、
ト
ラ
ン
ズ
が
「
労
働
の
不
滅

ω供
給
」
ピ
言
へ
る
を
一
一
訂
正

L
て
『
増
加
叉
は
減
少
な

L
に
」
ご
な
せ
る

は
、
委
く
右
の
姑
を
考
慮
し
た
る
結
川
市
で
あ
る
、

正
解
す
る
が
故
に
、
彼
れ
の
自
然
労
賃
は
柑
労
働
者
人
口
の
成
る

恒
常
数
を
維
持
す
る
に
必
要
な
る
(
言
ひ
換
へ
れ
ば
.
勢
働
者
人
口
合
停
止
紋
践
に
泣
〈
に
必
要
な
る
)
倒
格
を

意
味
す
る
、

ご
の
キ
ャ
ナ
ン
の
設
に
加
指
せ

F
る
を
得
な
い
。

、
夫
に
9
カ
ア
ド
が
、
「
労
働
者
を

Lτ

生
存
を

L
且
っ
そ
の
科
族
を
永
献
す
る
を
得
せ
[
む
る
に
必

，満

主;t;t

第

蝉

Ji 

第
二
イ
六
を

リ
力
ヨ
ド
山
捗
負
荷

回
一
七

"'<1'，・



論

叢

主主

観

リ
カ
ヲ
ド
の
捗
賞
論

第
二
十
六
番

E明

"‘ 

要
は
る
・

そ
の
債
格
」
己
言
へ
る
場
合
、
「
必
要
な
る
」
ご
は
一
臨
如
何
な
る
質
質
的
内
容
を
指

Lτ
ゐ
る
り
で
ゐ

る
か
。こ

の
貼
に
附
し
て
は
、
従
来
大

L
た
異
鬼
は
な
い
ゃ
う
で
ゐ
る
。
卸
も
、

一
』

ω言
葉
世
、
労
働

リ
ノ
カ
ア
ド
は
、

溝
及
び
そ
の
家
族
の
生
理
事
的
、
自
然
法
則
的
生
存
、
従
つ

τ絶
品
到
的
に
恒
街
不
様
な
る
最
小
限
度
の
生
存
を
保

E

い
ふ
意
味
仁
加
ひ
た
の
で

U
な
〈

τ、
附
Z
彪
ξ

に
肱
じ

τ異
る
所
の
労
働
者

ω生
活

設
す
る
に
必
要
な
る
、

最
小
科
皮
を
維
持
す
る
に
必
要
な
る
.

Z
い
ふ
意
味
に
用
ひ
た
の
で
ゐ
る
ピ
い
ふ
こ
ご
に
、
諸
家

ω意
見
が
大
慌

一
致
し
て
居
品
。
そ
れ
は
、
次
の
如
き
リ
カ
ア
ド

ω
明
ね
な
る
言
葉
が
あ
る
か
也
で
ゐ
る
。

「
拙
労
働
の
自
然
倒
絡
は
、
抽
労
働
者
及
び
彼
れ
の
由
来
放
を
叉
ふ
る
銭
的
仁
要
求
手
品
、
食
物
、
必
要
品
、
及
び
似

わ

利
口
聞
の
伺
絡
如
何
に
依
る
。
」

『
勢
働
の
自
然
償
給
は
、
阪
び
食
物
及
び
必
要
日
仰
の
み
を
以
工
測
定
さ
る
、
も
の
だ
三

L
て
も
、
そ
は
絡
仙
到
的

に
同
定
し
且
つ
恒
需
で
ゐ
る
、

ご
考
へ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
は
・
同
一
一
凶
に
於

τも
、
回
現
れ
る
叫
に
於
て
縫
勤

L
、
而
し
て
異
れ
る
闘
に
於
て
は
著
し
〈
相
違
す
る
。
そ
は
、
本
質
的
に
岡
氏

ω性
癖
及
び
慣
習
の
如
何
に
懸

っ
て
ゐ
る
。
」

「
償
却
出
が

(
抽
労
働
者
的
)
絡
封
必
要
日
開
芭
な
す
所
ゆ
慰
幾
H
m
o』

卸
も
ソ
力
ア
ド
の
謝
ふ
、
労
働
者
及
び
そ
の
家
族
を
支
ふ
る
に
必
要
な
る
也
の
は
、
車
な
る
動
物
的
生
存
を
保
つ

リかアド『経済原諭.s137-138fj 
阿上 ]44耳 jl.lt改却したる部分あり o
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に
必
要
な
る
も
の
ば
か
L

り
で
は
な
〈
↓
慣
習
が
絶
劃
ロ
問

εな
す
所

ω御
巣
品
」
若
〈
は
『
便
利
日
間
」
を
も
合
ん
で

居
る
の
で
あ
り
、
且
つ
件
闘
民
的
一
文
化
段
階
に
感
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
相
巽
る
を
妨
げ
な
い
、

ご
い
ふ
-
」

Z
が
明
白
で

あ
る
o

而
か
も
そ
は
・

一
定

ω凶
一
定
の
時
に
於
け
る
最
低
程
度
内
生
活
を
保
諮
す
る
も
の
た
る
に
過
ぎ
な
い
の

で
ゐ
る
o

蓋
L
・
彼
仁
よ
れ
ば
、
労
賃
は
「
そ
が
正
樹
拙
背
負
で
あ
る
限
h
，¥

常
に
必
要
的
生
産
投
(
拙
労
働
力
を
蒋

生
産
す
る
に
必
要
な
る
費
用
の
意
|
|
評
者
副
)
た
る
仁
す
ぎ
す
」
、
そ
は
到
底
「
組
枚
五
〈
は
貯
蓄
的
た
め
の
控

除
』
に
耐
ヘ
得
な
い
か
ら
で
ゐ
る
凶
こ
れ
テ
ィ

l
w
が
リ
カ
ア
ド
の
自
然
傍
貨
を
解

Lτ
、
「
自
然
労
賃
は
、
或
る

自
然
科
率
的
に
決
定
さ
れ
得
べ
き
大
子
伊
』
一
不
す
も
の
で
は
な
〈
工
、
一
つ
の
枇
曾
的
意
義
を
有
っ
。
ソ
カ
ア
ド
は
、

ぞ
れ
に
よ
っ
て
、
倒
符
己
成
れ
る
生
存
故
小
限
度
(
乱
ロ

Ng
円
。
。
者
。
r
M
M
F
E仲
間

0
3丘
2
2
何
u
t
ω
E
M
N
Z
E
E
C
日
)
を

号
一
日
ひ
表
は

L
て
居
る
、
L
Z
言
へ
る
所
以
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
、

リ
ノ
カ
ア
ド
が
労
働
の
自
然
債
格
若
〈
は
自
然
勢
一
%
の
定
義
に
於
て
、
勢
働
者
人
目
的
或
る
恒

常
舶
棋
を
維
持
す
る
に
必
要
な
る
生
活
必
要
日
開
ピ
言
へ
る
も

ωは
・
決
し
て
絶
叫
到
的
生
活
必
要
品
を
指
す
的
で
は
な

〈
て
、
相
掛
的
生
活
必
要
い
聞
を
指
す
の
で
あ
る
。

併

L
乍
ら
.
こ
れ
ま
で
多
〈
看
過
さ
れ
来
っ
た
こ
ご
で
あ
っ
て
、
而
か
も
五
口
々
の
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、

右
過
の
如
〈
.

9
カ
ア
ド
は
、

食
物
や
必
要
口
問

ω外
に
便
利
品
若
〈
は
慰
幾
品
を
も
向
然
崎
背
負
構
成
の
要

素
仁
加
へ
た
り
れ

r、
而
か
も
自
然
勢
貨
の
騰
落
を
諭
す
る
に
際

L
て
は
、

必
要
ロ
聞

必
ら
守

L
も
慌
に
食
物
、

論

叢

七

り
カ
ア
ド
の
勢
質
論

停一一十六位世

~~ 

ゴL

和
三
粧

Cf. Ricardo， Principles. Gonner's ed. p. 336. 
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面白

叢

p、

リ
カ
ア
ド
の
捗
賃
諭

第
二
十
六
笹

凹
ニ

O

H
A
び
似
利
H

山
を
同
列
に
泣
い

τ
そ
り
各
ー
の
欄
椛
鎚
動
を
自
然
発
貨
に
劉

Lτ
同
等
の
影
響
を
布
つ
も
り
ご
看
倣

第
一
一
一
蹴

き
う
ご
は
し
て
ゐ
な
い
¥

ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
但
L
e
}
の
鮎
に
就
て
当
時

L
旨
説
明
を
加
へ
る
-
》
ご
は
、
之
を
別

の
機
曾
に
殖
し
、
此
日
婦
で
は
、
唯
に
、
自
然
労
災
ゆ
大
き
を
左
右
す
る
も
の
ご
し

τ、
y
カ
ア

V
は

rrド
γん見

物

ω償
給

ωみ
を
蚊
ヘ
他
り
必
要
品
及
び
便
利
日
川

ω償
椛
は
殆
ど
之
を
い
拠
叫
し
て
田
畑
品
・

、
、

.
v
p
h
k
ミ
ノ

J
E
L
J
J
E
S
-
u
μ
一
乃
[

法
〈
に
止
め
る
。

回
、
こ
れ
よ
り
以
下
は
、
叫
す
倒
的
市
場
川
畑
山
怖
に
閲
す
る
リ
ノ
カ
ア
ド
の
所
訟
の
解
粋
で
あ
る
。

「
労
働
の
市
場
側
椛
ど
は
、
供
給
ゆ
布
製
に
封
す
る
比
例
の
向
然
的
作
用
に
よ
っ

τ、
そ
れ
に
掛
し
て
事
質
上

支
加
は
る
、
一
凶

ω・
そ
の
師
岡
山
怖
を
い
ふ
o

勢
働
は
そ
が
稀
少
な
る
時
に
高
〈
、
而
し
て
そ
が
豊
宙
な
る
時
に
安

制

ω

い
1
0
」

こ
れ
は
凶
ノ
カ
ア
ド
が
勢
倒
的
市
場
側
絡
ご
い
ふ
概
念
に
興
へ
た
定
義
で
あ
る
。
こ
の
定
義
に
就
て
注
意
す
べ
き

は
、
第
一
に
労
働

ω市
場
制
栴
は
賞
際
勢
働
者
に
支
抑
は
る
、
償
協
で
ゐ
る
ご
い
ふ
こ
ご
、
及
び
第
二
に
そ
は
努

倒
的
供
給
ご
術
援
正
の
聞
係
に
よ
っ
て
定
ま
る
己

ν
ふ
こ
ご
で
ゐ
る
。
花
は
先
づ
此
等
の
ニ
貼
に
つ
き
ソ
カ
ア
ド

の
問
中
訪
を
夏
、
b
に
立
も
入
っ
て
解
説

L
、
然
る
後
に
第
二
制
に
聞
漣

Lτ
労
賃
基
金
読
ご
リ
カ
ア
ド
の
市
場
労
賃

論
己
の
聞
係
に
及
本
ニ
己
、
す
る
。

先
ヴ
第
一
の
駄
に
就
て
逃
ぺ
ん
に
、
前
通
り
如
く
リ
カ
ア
ド
の
所
調
勢
働

ω自
然
倒
椛
な
る
も
の
は
、
静
践
的

山カアド l蜘!済TlJi.:耐 n139(( 22) 
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概
念
で
ゐ
b
従
っ

τ亦
抽
象
的
制
念
で
あ
る
ο

之
に
反
し
て
、
勢
働
の
市
場
債
格
な
る
も
の
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、

労
働
ご
い
ふ
向
日
聞
が
市
場
に
於
T
現
貨
に
克
買
せ
ら
る
、
そ
り
時
毎
に

そ
れ
に
針

L
て
附
せ
ら
れ
る
償
仙
怖
を
い

ふ
り
で
あ
る
か
ら
、
そ
は
動
態
的
制
念
で
あ
り
従
っ
て
亦
HA館
的
似
念
で
ゐ
る
。
而
か
も
.
丁
度
他
り
諸
両
日
間
り

現
貨
り
市
川
端
削
闘
は
仰
が
結
局
に
於

τ所
嵯
勢
働
誌
に
よ
っ
て
決
定
き
る
、
そ

ω倒
値
に
支
臨
苫
る
、
や
う
に
バ
こ
の

勢
働
り
市
場
調
山
相
は
制
労
倒
的
自
然
倒
格
仁
よ
っ
て
根
本
的
に
友
右
吉
れ
る

ω一
で
ゐ
る
u

但
し
、
一
部

ω卒
者
の
や

乱
叩
也
、
、
.
、
、
引
包
齢
、

y
カ
ア
ド

ω所
論
労
働
的
自
然
倒
栴
は
そ
の
所
制
労
働
り
市
場
樹
椛
が
平
均
せ
ら
れ
た
る
も
り
に
過
ぎ
な

'勺二-、

L、
、.

ご
考
ム
る
は
、
大
な
る
設
仰
で
あ
る
ω

き
れ
ど
な
は
、
誌
で
は
此
等
一
山
者
的
関
係
争
】
論
じ
て
居
る

ωで
は
な

い
か
ら
、

た
い
ニ
の
こ
さ
を
時
一
不
し

τ依
け
ば
足
る
。

五
.
苫
て
究
に
.

司
、
的
勢
働
り
叫
質
的
附
個
椅
は
附
労
働

ω
供
給
ご
需
要
ど
の
開
係
に
よ
っ
て
定
ま

リ
カ
ア
ド
は

る
ご
言
っ
て
居
る
が
、
苦
々
は
何
に
よ
っ
て
勢
働
に
劃
す
る
需
要
ご
抗
日
供
給
ご

ω大
古
を
知
。
得
る
の
で
あ
る

か
。
日
く
ハ
労
働
の
供
給

ω大
き
を
一
市
す
も
の
は
人
口
で
ゐ
り
、
労
働
に
劃
す
る
情
要

ω大
事
を
一
不
す
も

ω
は
資

本
で
あ
る
o
而
し
て
「
資
本
、
即
も
拙
労
働
を
一
一
雄
叫
す
る
手
段
、

の
苦
悩
は
、
一
枇
曾

ω各
異
れ
る
時
代
に
於

τ.
そ

の
速
度
に
大
小
が
あ
る
。
そ
は
、

総

τの
場
合
に
於

τ
勢
働
の
生
産
カ
の
如
何
に
依
存

L
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
』

η
 

一
一
十
五
年
で
二
仰
す
る
ご
計
算
3
れ
て
居
る
c
」

し
、
又
「
人
口
は
、
好
都
合
の
一
品
情
的
下
に
於

τは、

勢
仙

ω供
給
及
び
前
要
に
閲
す
る
リ
カ
ア
ド
の
説
明
を
怖
く
大
古
つ
ば
に
蹴
れ
ば
以
上

ω如
〈
で
め
る
が
、
併

自曲

議

館
三
十
六
笹

7L 

リ
一
刻
ア
ド
心
掛
貨
論

pq 
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斗

箇

議

り
カ
ア
ド
由
勢
質
論

第
二
十
六
巷

四

第
三
披

四
O 

-
吾
々
は
・
勢
倒
的
供
給
を
意
味
す
る
所
内
人
口
の
問
題
は
姑
ら
〈
措
き
、
叫
労
働
仁
劃
す
る
需
要
を
意
味
す
る
所

の
資
本
に
就
て
、
彼
れ
の
よ
り
詳
細
な
る
説
明
を
観
る
必
要
が
あ
る
。
周
知
の
如
〈
、
彼
は
資
本
を
回
定
資
本
ご

こ
、
に
帥
労
働
に
劃
す
る
需
要
を
一
市
寸
所
の
資
本
ご
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
固
定
資
本
ご

減
動
資
本
正
に
分
勺
た
が
.

洗
動
資
本
子
宮
共
に
合
む
所

ω
一
般
的
資
本
を
お
す
の
で
ゐ
る
か
、
者
ぐ
は
「
食
物
及
び
衣
服
に
支
山
苫
る
、
所

の
勢
貨
の
支
一
切
じ
主
ご
し
て
向
り
ら
晶
、
流
動
資
本
山
の
み
を
指
す
の
で
ゐ
る
か
、
が
悶
悶
で
あ
る
心
一
山

L
て
私

は

リ
カ
ア
ド
の
朋
語
法
の
甚
だ
殴
昧
な
る
こ
ご
を
認
め
は
す
る
が
、
併
し
彼
は
問
定
資
本
、
己
流
動
資
本
ご
を
合

h
u
所
の
一
般
的
意
味
に
於
け
る
資
本
を
以
て
抽
労
働
に
掛
す
る
需
要
の
大
小
を
示
す
所
の
資
本

r
z主
張
し
て
居

る

-
E
解
秤
す
る
ο

y
カ
ア
ド
は
.
数
制
所
に
於
て

H

流
動
資
本
金
タ
ク
ジ
グ
の
所
論
叫
骨
折
同
資
本

(
E四
2
a
2
1
E
)
若
〈
は
7

p

p

ス
の
所
謝
可
一
旋
資
本
的
意
味
に
ご
っ
て
居
品
。
併
し
乍
ら
そ
は
、
寸
ぞ
れ
か
ら
勢
貨
が
ま
酬
は
れ
る
の
は
ま
捌
資

本
で
あ
っ
て
固
定
資
本
で
は
な
い
‘
且
つ
口
流
動
資
本
的
主
た
る
宵
唯
一
の
要
素
は
勢
貨
で
あ
る
、
ご

ν
ふ
こ
己

を
一
不
し
た
る
に
止
ま
り
、
決
し
て
岨
労
働
に
劃
す
る
需
要

ω増
械
を

f
r
r
r昨
町
が
流
動
資
本
的
大
小
で
あ
る
、

ご
い
ふ
こ
子
炉
二
市

L
た
の
で
は
な
い
。
惟
ふ
に
、
勢
働
に
劃
す
る
街
誕
の
琳
減
は
結
局
流
動
資
本
的
精
減
ご
い
ふ

形
を
ご
っ
て
現
は
れ
る
り
れ
ど
・
併
し
そ
り
形
を
ご
っ
て
現
は
れ
る
ぜ
い
ふ
-
二
」
¥

そ
れ
が
原
悶
で
ゐ
る
ご
い
w

ふ
こ
ご
、
は
、
非
慌
に
意
味
が
違
う
o

而
し
て
吋
ノ
カ
ア
ド
は
.
買
に
次
的
諸
例
に
よ
っ

τ色
分
る
や
う
に
・
勢
働

向上 46頁参照

制へ I~、 Wo t"ks ， P 引 anιIpp. 37J-372参照
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に
劃
す
る
需
要
を
左
布
す
る
原
因
正

L
て
は
一
般
的
資
本

ω柑
械
を
意
味

L
て
ゐ
た
の
で
ゐ
る
。

例
へ
ば
、
「
労
賃
に
就

τ」
の
事
に
於

τ、
彼
は
、
「
増
加
3
れ
た
る
資
本
が
労
働
に
帆
到
す
る
新
ら

L
い
需
要
に

向
っ
て
奥
へ
る
所

ω刺
純
一
〕
に
就

τ遁
べ
た
る
庇
ヤ
後
に
、
資
本
」
ぜ
{
曇
識
し
て
、
「
告
は
.

一
閥
的
街

ω中
生
産
に

使
用
さ
る
、
所
り
そ
山
部
分
で
あ
る
。
而
し
て
そ
は
‘
食
物
、
衣
服
、
道
具
、
粗
生
原
料
品
・
機
械
な
ど
川
崎
労
働

を
賀
行
せ
し
む
る
に
必
要
な
る
も
り
よ
ち
成
る
ピ
ご
い
ひ
、
叉
そ
山
り
次
の
頁
に
於
て
は
、
漠
然
ご
「
資
本
的
増
加

羽

に
比
例
し
て
傍
働
に
崎
町
す
る
需
張
に
増
加
が
ゐ
る
で
あ
ら
う
」
こ
己
診
逃
べ
て
居
る
ω

又
例
へ
ば
「
穀
物
の
低
一
一
き
同
情
格
」
の
中
に
於

τ、
彼
は
‘
「
経
験
也
市
す
所
に
よ
れ
ば
.
資
本
己
人
口
ご
は
代
る

初

代
る
指
導
的
地
位
に
立
も
・
勢
貨
は
そ
の
作
用
を
受
付

γ
一
豊
官
ど
な
・
0
又
貧
弱
ピ
な
る
」
正
か
、
『
進
舟

L
っ
、
ゐ

る
朕
態
に
於
て
は
、
帥
背
負
的
上
下
は
資
本
が
よ
り
迷
か
仁
増
大
す
る
か
人
口
が
よ
h
J
速
か
に
増
加
す
る
か
に
よ
っ

明

τ定
ま
る
』
ご
か
い
ふ
句
を
矧
出
し
て
居
る
。

又
例
へ
ば
彼
は
「
7

h

サ
ー
へ
の
手
紙
』
の
中
に
於
ー
も
、
「
増
加
さ
れ
た
る
資
本
が
震
防

L
得
る
訓
何
度
仁
ま
で

人
口
が
増
加
し
な
い
間
は
、
勢
貨
が
勝
賞

L
而
し
て
会
生
車
問
物

ω
よ
り
大
な
る
部
分
を
放
牧
す
る
で
あ
ら
う
。
.

機
械
に
大
改
良
が
加
へ
ら
れ
た
場
合
に
は
、

一
部
内
資
本
が
他

ω事
業
に
向
け
ら
る
ぺ
〈
伽
放
さ
る
、
で
ゐ

ら
う
が
‘
し
か

L
同
町
に
そ
れ
等

ω事
業
に
必
要
な
る
勢
働
も
亦
知
欣
さ
る
、
で
あ
ら
う
か
ら
、
附
加
的
柑
労
働
に

相
到
す
る
需
要
は
、
改
良
山
結
果
允
る
生
産
の
増
加
が
資
本
の
新
ら
し
事
蓄
積
を
促
色

V

る
限
h
F
、
決
し
て
起

b
得

論

議

四

部
ニ
イ
六
巷

u'
カ
ア
ド
の
且
百
貨
諭

日間

第

蹴

仁

ι
川

T

m

印

I

司、
J

』摘

P

尿

s

情

川

右
門

r

向
日

l
z
u
n

t
F
b
 

g

『

Z

，

1
4
4
9
 

ア
『

Z
K

む

t
t
涜
品

;

【

d

リ
同
阿

N
H
M
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百荷

d但

四
ニ

」
三
号
ロ
つ

リ
ヵ
ア
ド
山
一
労
賃
諭

第
二

i
六
在

四

凹

第

観

な
い
で
あ
ら
フ
。

か
〈
て
勢
負
に
及
ぼ
す
諸
結
川
市
川
山
原
闘
は
資
本
叫
議
院
て
ふ
一
引
に
在
る
。

て
泊
る
。

以
上
の
諸
引
別

hwに
現
は
れ
た
る
資
本
な
る
一
一
員
必
は
決
然
t

一
般
的
資
本
を
指
し
て
居
る
り
で
あ
る
が
け
な
は

リ
ノ
カ
ア
ド
は
、
「
機
械
に
就
一
1
」
の
牟
に
於
工
、
「
耐
宮
川
山
に
謝
す
る
術
史
は
流
動
資
本
的
増
加
仁
依
が
す
る

ωで
め

っ

t
制
定
資
本
り
そ
れ
に
は
依
が

L
な
い
。
云
々
」
ご
川
町
バ

7

ト
ン
(
』
。
一
5
出

E
Eロ
)
の
句
を
引
川

t
て、

j" 

に
.
「
如
何
な
る
一
事
情
り
下
に
於
じ
も
、
(
一
般
的
立
は
に
於
い
る
)
資
本

ω
市
加
は
労
働
に
針
ず
る
前
一
些
山
附
加

を
作
ふ
べ
き
で
は
な
い
‘

ごい
u

ふ
一
ミ
ケ
乞
開
削
附
す
る
川
り
は
山
行
け
却
で
な
い
、

ミL
し、

J、

f:r. 
t 
，1) 
る正

~''" ... 川干よ
ど 11
ω 考
脱ヘ

ー~る
カ11 中I1I
へ々

百
ιl ひ
τf守
勢ゐ

{動こ

は
、
辛

ω吊
山
梨
は
逓
滅
的
比
例
に
ゐ
る
で
あ
ら
〉
、

川
町
す
る
前
一
史
り
大
小
を
注
品
付
す
る
以
凶
は
流
助
資
本
川
り
多
一
少
に

ω
み
庇
ら
3
る
一
」
ご
を
、

杭
械
的
に
明
か
に
な
し

て
居
る
り
で
ゐ
る
。

ソ
カ
ア
ド
が
労
仙
の
市
場
川
間
山
市
又
は
市
助
努
貨
は
努
倒
的
指
-
耐
宜
供
給

ω開
係
に

よ
っ
て
定
ま
る
£
言
へ
る
場
合

ω引
山
梨

ω大
古
を
決
定
す
る
も
り
は
、
流
動
資
本

ωみ
で
は
な
〈

τ、

六
、
以
上
越
ふ
る
所
仁
よ
'
り
¥

一
般
に
資

本
金
制
り
大
さ
で
あ
る
司
」
正
が
.
明
仰
に
な
っ
た
4

思
ム
が
、
な
は
-
-
れ
に
闘
辿
し
て
、
五
日
々
は
、

リ
カ
ア
ド
が

彪
々
に
「
妙
帥
り
維
持

ω
た
め
り
基
金
」

ご
い
ふ
f
-
H

乗
を
川
ひ
じ
将
る
こ

Z
に
法
認
仕
向
け
る
必
要
が
ゐ
る
u

こ
立
一
員
長
は
「
持
貨
に
針
す
る
机
枕
」

H
A
ぴ
「
机
生
々
厳
物
に
謝
す
る
租
杭

Lω
二
つ

ω章
ω巾
に
紋
も
多
〈

見
山
吉
れ
る
o

今
そ
の
一
二
例
を
血
中
げ
ん
に
、
「
勢
貨
に
謝
す
る
租
枇
」
の
・
叩
に
於
て
、
彼
日
〈
、

Lctters to Malthu5. pp. 97-9り
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可
勢
貨
が
制
附
枕
せ
ら
れ
た
る
叫
に
崎
労
働
が
勝
山
政
し
な
い
ご
す
る
な
ら
ば
、

労
働
に
謝
す
る
比
四
争

市
川
宜

Z
い
つ

て
も
可
な
ら
ん
か

1
l評
お
花
)
が
大
い
に
附
加

T
る
で
ゐ
ら
う
。

川
J

必
比
、
一
A
O

も

VJ
晶、

市

首

7
4
l

か
、
る
和
枕
bd~
支
捌
ム
を

岡町戸せ

rc
る
資
本
所
作
者
は
、

労
働
り
一
一
雄
山
川
仁
川
到
し
て
以
前
ご
同

的
恭
金
を
ム
付
す
る
が
、

他
方
一
』
内
祝
枕
を
hいえ

似
し
た
る
政
府
は
、

司
】
の
同
じ

H
的
川
り
品
抽
出

ω附
加
的
募
金
を
得
る
で
あ
ら
う
か
ら
。

か
〈
'L
政
府
ご
品
川
本
山
本

ョ
己
が
紛
争
相
子
、
己
な

b
、
彼
等

ω競
4F
り
結
川
端
は
労
働
の
剛
帆
桁
に
於
げ
る
帥
畑
貴
己
な
る
か
ら
。

然
る

に
-
』

ω
際
)
羽
し
和
枕
が
庇
按
資
本
家
に
制
せ
ら
れ
て
肘
た
正
す
る
な
ら
ば
、

M
7
働
凶
維
持
仁
劃
す
る
彼
等
り

廿
掛
金
以

の
日
的
仁
謝
す
る
政
府

ω悲
金
が
増
加
せ

L
め
ら
れ
た
ご
丁
皮
同
じ
粍
皮
仁
、

減
少
ゼ
[
め
ら

同

れ
た
で
あ
ら
う
。

而
L
て
そ
れ
故
に
、

枇
吋

M
M
に
於
り
る
勝
良
は
全
〈
無
か
っ
た
で
め
ら
う
。

何
故
な
れ
ば
(
持

働
に
到
す
る
)

で
あ
っ
て
も

(
前
り
場
介
ご
)
同
じ
ゃ
う
な
競
引
が
な
か
っ
に

崎
製
は

(前

ω場
付
J
』

)

li司

で
ゐ
ら
う
か
ら
。

叉

日叉

5
4
J
E
-
-
A
t
f
b
l
z
b
R
f
j
H夕
、

n
u
f
1
4
1
1
H
I
T
t
T
F
手
早
々

μ
唱
力

耐
慣
例
若
か
ら
徴
牧
さ
れ
た
筏

に
、
加
代
で
彼
等

ω術
主
迭
に
支
榔
は
れ
る
己
す
る
な
ら
ば
、

そ
は
持
似

ω
維
持
に
針
す
る
備
中
士
山
速
の
品
目
枇
刑
法

令
を
増
加
す
る
で
ゐ
ら
う
、
併
し
そ
は
治
貨
物
又
は
勢
働

ω何
れ
を
も
増
加

L
な
い
で
ゐ
ら
う
o

上
は
和
枚
が
資
本
正

L
て
再
び
川
ひ
ら
る
、
場
合
的
結
川
指
令
考
へ
た
の
で
あ
る
が
、
)

併

l
祖
枕
の
徴
牧
師
側
は

正 自主
I~ Iこ
よ ifJ
つ 1!1
寸じ せ
、ら

，努れ
i肋厄f
Lノ}る

維も
持 ω
に な
(，i} る

ft こ
しJ ご

れを
~...-~i~l) 1こ右;

る /"L
~\:τ 
金 11
1fな
減ら
ィ~l な
[い

o 

依
に
租
枕
は
、
資
本
を
減
少
す
る

そ
の
放
に
勢
働
仁
劃
す
る
異
質

ω
需
要
を

減
少
す
る

ω傾
向
を
も
っ
て
居
る
。

品百

f民

部
一
寸
v
ハ
在

部

腕

I!l! 

り
カ

γ
ド
山
僻
質
論

UIJ 

五

斗

J;J. 
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論

議

P司
副

"
L
γ
v
の
持
賀
諭

都
二
寸
六
寄

E司

F、

茸志

雄

叉
「
創
生
々
魔
物
に
劃
す
る
視
杭
」
的
中
で
日
く
、

「
人
口
に
謝
す
る
刺
戟
が
別
へ
も
れ
た
正
き
に
は
、
釘
際
一
止
に
然
か
め
る
べ
き
耗
度
以
上
山
結
果
が
箭
ら
さ
る

、
ef
前
正
す
る
。
郎
も
人
口
が
過
大
に
府
加
ゼ

L
め
ら
れ
る
た
め
、
労
働
に
劃
す
る
需
要
的
増
加
あ
る
に
も
拘

ら
歩
、
資
本

ω増
加
以
前
に
比
べ
て
、
人
口
は
勢
働
者
を
維
持
す
る
柏
崎
め
の
基
金
に
封
[
よ
b
大
な
る
制
A
ロを

句

w

t
ν
ふ
紡
川
本
一
か
躍
り
そ
，
コ
で
あ
る
正
共
に
、
亦
制
民
際
-
般
に
起
る

ωで
ゐ
品
。
」

保
守

此
等
り
引
用
旬
よ
り
察
す
る
と
き
は
、
リ
ノ
カ
ア
ド

ω
所
論
守
勢
働
(
者
)
を
維
持
す
る
た
め
の
基
令
」
な
る
も

の
は
、
二
般
的
意
味
に
於
け
る
資
本
り
m
H
名
で
は
な
い
が
、
而
か
も
噂
』
叫
基
金

ω
大
小
印
も
勢
働
に
刑
判
す
る
需

要
力
は
、
資
本
的
大
小
に
正
に
比
例
す
る
ピ
い
ふ
こ
ど
、
及
び
二

L
か

L
そ
れ
が
己
い
っ
て
そ
は
流
動
資
本
そ
凶

も
ゆ
を
指
す
り
で
も
な
い
ピ
い
ふ

-
Eが
、
略
言
す
れ
ば
そ
は
一
般
的
資
本
又
は
流
動
資
本
山
勃
れ
ご
も
同
じ
か

ら
古
る
一
一
利
峻
昧
な
る
似
念
で
あ
る
正
い
ふ
司
』
正
が
、

H
T
る
で
ゐ
ら
う
。

而
L
て
司
』
の
「
帥
労
働
を
維
持
す
る
た
め
的
基
金
L

な
る
言
葉
は
・

之
を
使
用
し
、
又
そ

ω後
に
所
説
「
勢
貨
基
金
設
」
な
る
も

ωを
生
み
出
す
機
縁
ど
な
っ
た
も
の
で
ゐ
る
が
、
併

し
ス
ミ
ス
や
9
カ
ア
ド
が
こ
の
文
句
を
使
っ
た
か
ら
ご
云
っ
て
、
彼
等
を
『
勢
貨
基
金
設
」
の
信
奉
者
で
あ
る
ご

言
ふ
は
、
明
か
に
賞
っ
て
ゐ
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
厳
絡
な
る
意
味
に
於
け
る
「
帥
背
負
基
或
設
」
は
、
勢
働
の
供

給
を
一
不
す
も

ω
己
し
て
時
労
働
者

ω
人
口
を
車
げ
・
又
労
働
仁
劃
す
る
街
要
を
示
す
も
的
正
し
て
流
動
資
本

ω中
捗

働
者
の
支
抑
に
充
て
ら
る
、
部
分
を
梨
げ
、
然
る
伎
に
一
定

ω一
時
に
於
工
は
此
等
雨
者
の
数
は
一
定

L
Jし
居
る
か

ア
ダ
ム
・
1

・
ミ
ス
が
飢
に
「
岡
市
論
」
の
中
で

/blif. p. 96 ;'4¥ 
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ら
・
従
っ
て
各
労
働
者
の
受
〈
る
平
均
労
貨
は
磁
的
定
ま
れ
る
額
以
上
に
は
出
な
い
、

Z
設
〈

ωで
あ
る
が
、
例

へ
ば
9
カ
ア
ド
に
就
1
見
る
に
・
彼
は
前
逃
の
如
〈
、
努
働
に
枇
到
す

ι需
要
会
決
定
す
る
資
本
を
決

L
て
流
動
資

本
に
限
ら
な
か
っ
た

L
、
叉
「
柑
労
働
を
維
持
す
る
た
め

ω基
金
」
ご
い
へ
る
ど
き
も
之
を
梯
め

τ阪
昧
に
朋
ひ
は

L
た
け
れ
ど
併
L
少
〈
ご
も
之
を
流
動
資
本

ω意
味
仁
は
取
っ
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
し

尤
も
「
粗
生
々
産
物
に
制
到
す
る
祖
枕
」

の
ホ
早
の
・
巾
に
.

「
鎖
山
よ

hω
貴
金
嵐
山
り
流
入
又
は
銀
行
業
的
特
融
り
耐
用

ω結
果
た
る
、
貨
幣
国
間
俗
的
下
落
は
、
食
物

ω伺

山
怖
を
腕
貸
せ
し
め
る
他
り
原
四
一
ど
あ
る
ο

し
か
し
そ
は
生
産
主
る
、
分
量
に
は
何
等
凶
越
動
を
も
清
ら
さ
な
い

で
ゐ
ら
う
o
亦
そ
は
勢
働
者
の
数
強
び
に
彼
等
に
帆
到
す
る
需
要
を
奈
す
唱
」
己
も
な
い
で
ゐ
ら
う
。
何
故
な
れ

ば
・
ぞ
れ
に
よ
っ
て
資
本
山
崎
加
も
減
少
も
叫
ら
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
心
勢
働
朽
に
分
別
主
る
〈
き
必
要
H
仰の

.、
.•. 

‘、.•. 

、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
‘
.
‘
.
、
、
.
、
、

.

.
 、.、、

分
量
は
、
必
要
品
川
り
比
統
的
需
要
ご
供
給
に
針
す
る
、
勢
倣
の
比
峻
的
需
要
三
供
給
的
問
係
に
依
存
す
る
の
で

ゐ
る
o

貨
融
市
は
分
ほ
を
言
ひ
表
は
す
た
め

ω媒
介
物
に
過
ぎ
な
い
、
而
し
て
必
要
H

川
三
労
働
ご
は
何
れ
も
礎
動

し
な
い
り
で
あ
る
か
ら
、
労
働
者
へ

ω
異
質
り
報
酬
は
鈍
化
し
な
い
で
あ
ら
う
。
貨
幣
労
賃
は
山
畑
氏
す
る
で
あ

ら
フ
が
、
し
か
し
そ
は
労
働
者
を
し
て
以
前
己
同
一
分
量

ω
必
要
日
聞
を
享
〈
る
を
得
せ
し
む
る
に
す
ぎ
な
い
で

ゐ
ら
う
、
』

ご
い
ふ
句
が
ゐ
品
。
而
仁
て
こ
は
、
タ
ク
V
グ
を
し
て
「
古
典
披
経
済
準
者
の
著
者
の
中
に
於
て
、
そ
の
総
て
が
労

働
者
に
蹄
胤
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
所

ω、
一
つ
の
疎
定
せ
さ
れ
た
る
基
金
に
つ
い
て
の
、
こ
の
(
リ
ノ
カ
ア
ド
の
)

歯

5註

第

脱

四
五

第
二
十
六
杏

い!
日

一七

り
カ
ア
ド
白
勢
貨
諭
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油

相

リ

カ

ア

ド

山

蜂

質

論

停

二

十

六

を

記
述
よ
り
も
よ
h
直
接
訟
な
る
記
辿
を
見
出
す
こ
ピ
は
・
困
難
で
ゐ
ら
う

M

」
ど
言
は
[
め
た
所
り
も

ω
で
あ
る
。

H首

~q 

" 

~r~ 

君臨

q
a
、
E
J
'
 

成
る
は
ど
、

リ
カ
ア
ド
は
、

-
』
の
付

ω中
に
於
て
、

了
日
比
り
期
間
仁
は
必
要
H

川
又
は
食
物
的

一
定
H
M
が

存

在

(
、
且
つ
労
働
者
人
口

ω
一
定
数
が
存
在
す
る
か
ら
、
品
川
併
似
倣
に
加
何
な
る
特
捜
動
が
あ
ら
う
ご
も
、

一
勢
働
者

に
分
興

3
晶
、
食
物
又
は
必
要
H
川
の
分
母
は
不
必
で
ゐ
る
、

ご
説
い
て
日
間
る

ω
で
あ
っ
て
、

そ
は
一
児
「
叫
す
H
H
悲

金
説
」
を
越
一
べ
た
る
も
の
、
如
〈
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
乍
ら

リ
カ
ア
ド
が
滋
仁
い
ふ
食
物
又
は
必
要
日
間
な
る
も

の
は
、
流
動
資
本

ω
一
部
正
し
て
の
是
れ
の
み
を
意
味
す
る
り
で
は
な
〈
て
、

一
般
に
或
る
闘
に
お
什
庇
ず
る
必
要

Hm又
は
食
物
を
指
し
て
居
る
的
で
ゐ
品
。
品
川
に
そ
は
決
[
て
「
そ
の
総
て
が
労
働
者
に
師
射

L
な
け
れ
ば
な
ら
な

い-列

ω
、
一
つ
の
改
定
せ
ら
れ
た
る
基
金
』
を
意
味
す
る

ω
で
は
な
い
。
印
も
‘

リ
カ
ヲP

'" 力玄
「
労
働
者
に
分
別

さ
る
べ
話
必
要
日
仰
の
分
封
」

E-一一一日へるも
ω
は
‘
分
山
へ
き
晶
、
こ
ご
を
要
す
る
必
要
H

川
ω分
沿

ω意
で

は

な

〈

て
・
貨
僻
的
市
川
州
勢
貨
が
支
抽
加
は
れ
た
る
後
に
そ
れ
を
以
て
購
買
古
る
べ
き
必
要
H
山

ω分
量
り
立
で
あ
る
。

し
、
岩
し
司
』
れ
を
労
働
者
に
分
典
吾
る
、
こ
子
宮
要
す
る
必
要
品
川
り
は
T
H
凹
に
ご
解
す
る
な
ら
ば
、
を
は
「
必
要
品

の
比
峻
的
指
嬰
ご
供
給
に
品
到
す
る
、
勢
倒
的
比
較
的
街
嬰
ピ
供
給
仰
刷
係
仁
依
存
す
る
、
」
ご
い
へ
る
次

ω句
は
無

周
り
も
の
ご
な
っ
て
仕
鉱
，
フ
で
あ
ら
う
か
ら
。

か
く
て
uy
カ
ア
ド
は
、
何
雌
に
於

τも
「
勢
筑
恭
一
合
一
説
」
を
説
い
て
ゐ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
前
崎
地
り
如
〈
、

融
労
働
に
封
す
る
前
M
I
り
大
古
を
決
定
す
る
も
り
は
流
動
資
本

ω
一
部
り
み
仁
あ
ら

F
る
こ
ご
を
明
肘
に
主
張

L

τ、
期
訟
を
否
定

L
て
居
る
の
で
ゐ
る
o

宣ま
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